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　ゴールドクレストが横浜市磯子区に開発した新築分譲
マンション「クレストレジデンス横浜汐見台パークフロ
ント」が完成した。建物正面に公園が広がる立地に、フ
ァミリー層がゆとりを持って暮らせる住空間を確保して
いる。施設の設計は、意匠設備をエフアイ都市設計（東
京都文京区）、構造をクロスファクトリー（千葉県船橋
市）が担当。新日本建設が施工した。
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専用庭 バルコニー

高低差のある敷地に３棟を建設

高低差を最大限に享受
　横浜市磯子区汐見台。昭和
年代から計画的な街づくりが進
められたこの地は、現在も風致
地区の規制により豊かな緑と落
ち着いた街並みが守られていま
す。「クレストレジデンス横浜
汐見台パークフロント」の設計
にあたっては、この成熟した住
環境を尊重し、現代のライフス
タイルが求める「ゆとり」をい
かに融合させるかを追求いたし
ました。
　設計上の大きな特徴は、敷地
内の高低差を活かした配棟計画
です。平坦地を有効活用するた
め、全体を３棟で構成し地形に
寄り添う配置を採用しました。
その高低差を最大限に享受でき
るよう設計しており、隣接する
公園の緑を見下ろす開放感と邸
宅としての独立性を両立させて
います。

　専有部は㎡～㎡という、
昨今の市場では希少となったゆ
とりある広さを確保いたしまし
た。効率性が優先されがちな都
市居住のトレンドに対し、本計
画では「住まい本来の豊かさ」
に立ち返り、奥行き約．ｍの
オープンリビングバルコニーや
戸建て感覚のポーチを設置して
います。さらに全戸分の平置き
駐車場も完備することで、「豊
潤な暮らし」を体現いたしまし
た。
　厳しい法規制や地形的特徴
を、良質な環境を守るための
「作法」と捉え、永住に資する
邸宅のあり方を再構築していま
す。本物件が汐見台の次代を担
う新たな象徴となることを願っ
ております。
　株式会社エフアイ都市設計
取締役　一級建築士　青柳　秀

■工事名称：（仮称）クレストフォルム磯子汐見台２新築工事
■工事場所：横浜市磯子区汐見台１－２－２
■発　注　者：株式会社ゴールドクレスト
■設　計　者：〈意匠設備〉株式会社エフアイ都市設計
　　　　　　〈構造〉株式会社クロスファクトリー
■施　工　者：新日本建設株式会社
■建物用途：共同住宅（戸）
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造
■階　　数：６階
■工　　期：年６月１日～年月日

　写真提供：株式会社ゴールドクレスト
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　横浜市磯子区の汐見台エリアで当社が開発を進め
てきた新築分譲マンション「クレストレジデンス横
浜汐見台パークフロント」が完成しました。横浜市
が計画的に整備してきた住宅地である当エリアにお
ける当社マンション開発の第２弾プロジェクトで
す。建物正面に公園が広がるパークフロントの立地
は、日常生活の中で身近に緑を感じられる点に大き
な魅力があります。
　住戸面積は．㎡～．㎡とし、ファミリー世
帯がゆとりを持って暮らせる住空間を確保していま
す。また、居住者の生活スタイルを踏まえ、平置き
駐車場を％確保。今後の社会的な動向も見据え
て、電気自動車用充電設備を５台分設置するなど、
次世代モビリティの対応も図りました。敷地内には
洗車スペースもあり、日常のカーライフを快適に支
える環境も整えました。
　風致地区として長年にわたり良好な住環境が育ま
れてきた汐見台は、多くの方々に親しまれた街です。
本物件の開発でも、こうした街の価値や景観との調
和を第一に考えた住まいづくりを心掛けてきまし
た。
　入居者の皆さまには、緑豊かな住環境の中で、ゆ
とりある住空間と快適な生活環境を享受しながら、
安心して暮らしていただきたいと考えています。ま
た、本物件が地域の景観や住環境の維持・向上にも
寄与することを期待しています。
　当社は今後も、地域の特性や住まい方の変化を丁
寧に捉え、長く価値が続く住まいづくりと良好な街
づくりに貢献してまいります。


